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昭和42年8月⑳日発行種無東（第192号）（1）

山
陰
百
姓
一
揆
に
つ
い
て

山
陰
百
姓
唄
揆
は
一
揆
史
上
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
本
村
民
に
と
っ
て

は
、
わ
れ
等
の
遠
い
先
輩
が
愛
村
の
至
情
に
よ
り
つ
い
に
村
造
り
の
礎
石
と
な
っ
た

こ
の
事
実
を
は
っ
き
り
知
っ
て
、
目
々
の
業
に
は
げ
む
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思

わ
れ
る
の
で
こ
こ
に
詳
記
す
る
事
に
し
た
。

　
　
山
陰
百
姓
一
門

　
元
禄
の
こ
ろ
本
村
は
県
（
延

岡
）
藩
で
藩
主
は
有
馬
永
純
で

郡
代
は
梶
田
十
郎
左
衛
門
、
代

官
は
大
崎
久
左
衛
門
で
あ
っ

た
。　

元
禄
二
年
、
三
年
の
こ
ろ
は

天
候
不
順
、
大
雨
洪
水
が
三
年

間
も
続
き
野
川
が
氾
濫
し
て
山

陰
二
千
石
の
美
田
が
荒
蕪
地

と
変
り
果
て
、
百
姓
の
収
穫
皆

無
で
疲
弊
困
懲
そ
の
極
に
達
し

悲
惨
な
有
様
で
あ
っ
た
。
村
人

達
は
こ
の
窮
状
を
幾
度
が
和
魂

に
訴
願
し
た
が
、
郡
代
は
じ
め

代
宮
の
仕
置
は
、
無
情
冷
酷
で

あ
っ
た
。
前
三
年
漣
続
の
凶
荒

に
拘
わ
ら
ず
前
々
通
り
賃
租
を

取
上
げ
る
た
め
に
役
人
を
上
納

催
促
に
駆
り
立
て
「
定
め
の
日

限
」
に
唄
日
で
も
延
引
す
れ
ば

科
銀
、
様
子
に
よ
っ
て
は
村
替

を
手
つ
け
た
、
こ
の
た
め
農
民

は
上
納
銀
調
達
の
た
め
に
他
領

か
ら
借
金
し
、
家
財
道
具
、
衣

類
、
小
脇
差
な
ど
凡
そ
金
目
の

も
の
は
全
部
入
質
し
て
質
疑
銀

に
当
て
た
。
代
官
を
は
じ
め
地

村
廻
り
吟
味
役
人
は
毎
日
朝
早

く
か
ら
馬
を
駆
り
て
百
姓
を
田

畑
、
山
に
追
い
出
し
激
し
い
労

働
を
強
い
、
若
し
怠
る
者
が
あ

れ
ば
科
銀
を
申
付
け
、
、
作
物
に

つ
い
て
も
厚
い
そ
、
薄
い
そ
、

肥
の
仕
様
が
悪
い
と
き
び
し
く

指
図
し
、
夜
は
晩
く
ま
で
夜
業

を
さ
せ
て
休
養
の
時
間
も
な
く

牛
馬
の
如
く
酷
使
し
た
。
食
物

は
朝
夕
共
に
杓
で
汲
む
雑
炊
を

食
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

　
か
か
る
生
活
に
堪
え
か
ね
前

途
に
希
望
を
失
っ
た
村
人
達
一

千
四
百
余
人
は
元
禄
三
年
九
月

十
九
目
、
簑
笠
に
身
を
固
め
、

何
程
か
の
家
財
を
携
へ
、
そ
れ

ぞ
れ
牛
馬
を
引
き
或
は
こ
れ
に

跨
が
っ
て
大
挙
薩
摩
藩
島
津
氏

の
領
内
に
移
住
の
目
的
で
出
旅

し
、
寺
迫
で
全
員
落
会
っ
て
流

亡
し
た
。
途
中
秋
月
氏
領
の
高

鍋
で
抑
留
慰
撫
さ
れ
直
ち
に
県

藩
主
に
報
ぜ
ら
れ
た
。
県
藩
か

ら
は
家
老
達
を
遣
は
し
て
帰
藩

を
促
し
た
け
れ
ど
も
之
に
応
じ

な
か
っ
た
。
高
鍋
藩
で
は
小
屋

掛
を
し
て
男
子
に
は
五
合
女
子

三
合
五
勺
、
子
供
に
は
二
合

五
勺
の
飯
米
を
与
え
て
抑
留
し

た
。　

翌
元
禄
四
年
二
月
朔
日
江
戸

藩
邸
か
ら
使
者
（
団
井
舎
人
、

神
代
嘉
乎
次
、
笹
下
十
兵
衛
）

が
来
て
山
陰
村
百
姓
中
景
人
程

江
戸
に
送
致
す
る
よ
う
申
し
て

来
た
。
よ
っ
て
全
年
十
一
月
村

民
頭
取
百
姓
二
十
人
、
郡
代
梶

田
十
郎
左
衛
門
、
大
官
大
崎
久

左
衛
門
、
筆
者
伊
東
与
左
衛

門
、
村
田
長
左
衛
門
、
目
付
野

津
三
郎
兵
衛
、
有
馬
家
家
老
、

高
鍋
藩
よ
り
河
野
七
郎
兵
衛
、

森
平
左
衛
門
、
河
野
市
右
衛
門

医
師
永
友
二
極
、
歩
行
八
九
人

足
軽
五
六
人
で
江
戸
に
赴
い

た
．
　
、

　
江
戸
で
は
江
戸
評
議
所
で
対

決
あ
り
百
姓
の
落
度
と
な
り
、

延
岡
に
於
て
頭
取
善
助
、
市
兵

衛
は
軽
罪
、
そ
の
男
児
は
死
罪

妻
と
女
児
は
引
上
げ
者
に
せ
ら

れ
、
半
蔵
、
佐
次
兵
衛
、
段
助

重
右
衛
門
、
半
蔵
の
男
児
（
百

姓
に
頼
ま
れ
て
願
書
を
認
め
た

者
）
は
死
罪
。
久
五
郎
、
又
次

郎
、
関
西
允
、
庄
之
允
、
角
之

允
、
屯
田
兵
衛
、
太
郎
助
は
流

罪
（
八
丈
島
）
に
処
し
そ
の
余

は
悉
く
放
免
と
し
、
郡
代
梶
田

十
郎
左
衛
門
、
代
官
大
崎
久
左

衛
門
は
公
儀
よ
り
追
放
と
な
っ

た
。　

そ
の
秋
藩
主
有
馬
永
純
は
在

国
の
領
内
の
騒
動
の
罪
に
間
わ

れ
て
城
地
召
上
げ
ら
れ
、
翌
元

禄
五
年
壬
申
春
越
後
の
国
糸
魚

川
に
移
封
と
な
っ
た
。

　
こ
の
楢
揆
に
参
加
し
た
部
落

は　
迫
野
内
　
二
十
二
鰹

　
寺
迫
二
十
六
竈

川
南
（
晦
翻
）
七
＋
壼

　
坪
　
谷
　
四
十
四
竈

　
八
ツ
山
（
翌
翌
）
七
獺

福
瀬
四
十
四
臨

　
鶴
野
内
　
三
十
三
竈

小
野
田
　
三
十
六
髄

　
伊
原
（
八
重
原
）
十
六
周

全
竈
数
　
ご
九
九

　
人
員
　
唱
、
四
二
二
人

　
文
化
八
年
大
庄
屋
寺
原
三
右

衛
門
と
成
願
寺
八
丁
実
門
隻
は

こ
の
義
民
を
追
善
供
養
し
て
塵

藻
を
成
願
寺
に
建
て
た
。

　
墓
硯
に
は
次
の
法
名
が
刻
し

て
あ
る
。

　
　
道
歌
休
意
信
士

ρ
　
夏
雲
浄
円
信
士

　
　
心
窓
露
量
信
士

　
　
明
雲
道
昭
信
士

　
　
了
山
順
覚
信
士

　
　
道
寒
青
雲
信
士

　
　
法
庵
義
山
信
士

　
　
林
月
露
田
信
士

　
　
道
室
元
夏
信
士

　
　
穏
野
駈
安
信
士

　
　
常
室
利
目
信
士

　
　
常
本
禅
定
門

　
　
清
林
禅
定
門

　
　
宗
山
禅
定
門

　
　
道
林
禅
定
門

　
　
貞
円
禅
定
門

　
　
本
門
禅
定
門

　
　
宗
円
禅
定
門

　
　
良
雲
禅
定
門

　
　
宗
用
禅
定
門

　
　
久
安
禅
定
門

　
　
裏
面

　
　
文
化
八
年
直
言

　
　
大
庄
屋
　
寺
原
和
右
衛
門

　
　
　
正
月
　
日

　
　
当
山
八
世
実
門
隻

註
　
毎
年
旧
歴
七
月
十
七
日
に

　
こ
れ
等
百
姓
の
犠
牲
に
な
つ

　
た
人
々
の
慰
霊
の
供
養
が
成

　
願
寺
で
盛
大
に
行
は
れ
る
。

　
こ
の
供
養
を
村
人
は
コ
朝
参

　
供
養
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
朝
参
の
意
は
処
刑
を
受
け
た

　
人
々
の
遺
族
達
が
人
目
を
し

　
の
ん
で
朝
皐
く
菩
提
寺
に
参

　
り
冥
福
を
祈
っ
た
こ
と
に
よ

　
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

　
る
。

成願寺に保存の山陰百姓一揆の記録（上、下）

　
山
陰
百
姓
一
撲
に
関
す
る
記

　
録

　
延
陵
雪
囲

　
元
禄
三
年
庚
午
九
月
十
九
日

臼
杵
郡
山
陰
村
ノ
百
姓
男
女
千

五
百
人
目
適
適
卿
ヲ
背
キ
秋
月

領
内
二
出
奔
ス
。
此
故
、
郡
代

梶
田
十
郎
左
衛
門
が
非
道
ヲ
怨

ミ
、
薩
州
へ
亡
命
ノ
覚
悟
也
。

コ
レ
高
儀
テ
秋
月
家
ヨ
リ
カ
ケ

留
置
テ
延
岡
二
知
ラ
セ
玉
フ
。

有
馬
ヨ
リ
歴
々
ノ
侍
ヲ
遣
サ
レ

度
々
招
キ
玉
へ
共
、
色
々
ノ
望

ノ
事
有
テ
帰
ラ
ズ
、
コ
レ
ニ
依

り
野
中
二
小
屋
ヲ
営
ミ
秋
月
ヨ

リ
扶
持
ヲ
賜
ハ
ル
。
遂
二
年
ヲ

経
テ
明
春
、
江
戸
訴
論
二
及

ブ
。

　
亡
命
ノ
頭
百
姓
二
十
人
、
井

　
郡
代
梶
田
十
郎
左
衛
門
、
代

　
官
大
崎
九
左
衛
門
、
筆
者
伊

　
東
左
衛
門
、
村
田
長
右
衛

　
門
、
目
附
野
津
三
郎
左
衛
門

　
ノ
輩
、
家
老
衆
召
連
江
戸
評

　
定
所
二
於
テ
対
決
ア
リ
。
然

　
ル
ニ
百
姓
共
越
度
ト
成
り
、

　
延
岡
二
於
テ
頭
取
善
助
、
市

　
兵
衛
礫
罪
。
其
上
男
子
ハ
死

　
罪
。
妻
井
女
子
ハ
引
上
ゲ
者

　
亀
目
ラ
ル
。
半
蔵
、
佐
次
兵

　
衛
、
段
段
、
重
右
衛
門
ハ
死

　
罪
。
半
蔵
男
子
ハ
死
罪
、
是

　
ハ
百
姓
二
台
目
レ
願
書
ヲ
認

　
メ
タ
ル
者
ナ
リ
。
久
五
郎
、

　
又
次
郎
、
関
口
允
、
庄
之

　
丞
、
角
之
丞
、
与
【
兵
衛
、

　
太
郎
助
、
コ
レ
ハ
流
罪
ナ

　
リ
。
其
式
ノ
者
ハ
悉
ク
御
赦

　
免
ナ
リ
。
郡
代
代
官
ハ
公
儀

　
ヨ
リ
追
放
ナ
リ
。

　
其
秋
将
軍
家
ヨ
リ
永
純
卿

　
二
、
在
国
中
領
内
ノ
騒
動
宜

　
シ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
上
意
ニ
テ
城

　
地
召
上
ラ
レ
、
重
テ
無
城
ノ

　
地
ニ
テ
翼
翼
五
万
石
下
サ
ル

　
ベ
キ
ノ
由
ニ
テ
、
逼
塞
ナ

　
リ
。

　
翌
年
元
禄
五
年
壬
申
春
越
後

糸
魚
川
に
て
五
万
石
を
賜
り
移

封
な
り
。
其
の
年
よ
り
酉
、

伐
の
年
ま
で
に
家
申
の
筆
引
越

し
の
光
景
見
る
に
離
れ
を
催
せ

り
。
其
の
故
は
永
純
卿
近
年
金

銀
不
足
の
上
越
越
知
行
の
納
ま

り
延
岡
の
半
納
も
あ
る
ま
じ
と

て
暇
を
賜
る
も
の
数
百
人
、
延

岡
に
藷
て
置
か
れ
諸
人
数
半
分

余
ゆ
越
後
に
引
越
し
也
。

　
延
岡
よ
り
糸
魚
川
ま
で
海
陸

三
百
余
里
さ
し
も
親
愛
の
父
子

兄
弟
も
別
れ
て
は
二
度
相
見
る

の
思
ひ
を
絶
ち
、
便
り
も
稀
な

る
べ
し
と
其
悲
し
み
云
は
ん
方

な
し
。
先
達
て
越
後
に
往
き
し

人
々
も
膜
き
は
や
ま
す
と
聞
き

　
あ
と
さ
き
の
涙
く
ら
べ
飾
見

　
　
る
な
ら
ば

　
　
　
糸
魚
川
に
は
お
と
ら
じ

　
　
　
も
の
を

ク
サ
ズ
サ

と
口
号
み
遺
は
し
け
れ
ば
皆
人

味
気
な
き
思
ひ
を
な
せ
り
。
鳴

呼
領
主
唄
人
の
所
為
に
よ
っ
て

下
諸
民
の
悲
歎
た
ち
所
に
わ
か

る
る
事
恐
る
べ
し
。
慎
む
べ
し
。

　
山
陰
村
成
願
寺
川
園
「
山
陰

　
百
姓
一
挨
始
末
」

　
　
元
禄
三
島
午
年
九
月
十
九

　
　
日
、
山
陰
組
百
姓
、
高
鍋

　
　
御
領
内
股
野
原
工
立
退
申

　
　
置
、
彼
乃
表
デ
百
姓
自
差

　
　
出
候
書
付
ノ
写

賭
旧
記
翠
雲
護
治
持
是

　
　
乍
恐
口
上
之
覚

【、

艨
X
共
、
住
所
二
堪
忍
難

　
成
様
子
御
座
候
二
十
、
当
御

　
領
工
罷
越
候
処
、
従
延
岡

　
御
当
地
工
銀
鶏
越
候
ハ
、

（
有
馬
氏
の
こ
と
）

「
何
ぞ
様
子
も
無
軽
子
二
百
姓

共
了
簡
違
ニ
テ
罷
越
夏
蝉
、

　
可
被
召
置
候
由
」
被
仰
越
候

　
　
戸
秋
月
氏
の
こ
と
）

条
、
　
「
其
通
ニ
テ
有
之
候
バ

　
バ
罷
帰
り
油
然
段
」
、
御
意

　
被
遊
候
得
共
、
左
様
ノ
儀
ニ

　
テ
御
座
生
得
バ
、
御
領
内
所

　
真
直
越
様
モ
無
御
座
候
。
乍

　
悼
御
推
量
ノ
前
二
御
座
候
得

　
共
n
住
所
ニ
テ
ノ
様
子
、
乍

　
恐
書
付
差
上
申
候
事
。

一、

謐
｠
、
御
目
付
津
野
部
三

　
郎
左
衛
門
殿
ト
申
仁
、
村
御

　
廻
り
被
成
、
庄
屋
組
頭
百
姓

　
ノ
分
、
五
ケ
名
庄
屋
所
四
壁

　
召
出
被
仰
渡
候
ハ
、
　
「
当
御

　
郡
代
梶
田
十
郎
左
衛
門
殿
仕

置
二
付
、
何
ぞ
申
田
儀
有
之

　
候
八
バ
有
躰
二
申
上
候
様
」

　
ト
被
仰
候
得
共
、
百
姓
ノ
義

　
駕
御
潮
候
得
バ
潮
上
ニ
テ
難

　
申
上
、
殊
二
指
当
リ
当
惑
仕

　
リ
不
申
上
瞬
間
、
乍
恐
書
付

　
を
以
申
上
繭
欝
欝
三
皇
、
罷

立
候
事
。

一
、
当
御
郡
代
御
仕
置
迷
惑
仕

段
書
付
相
瀬
瀬
テ
、
田
代
ト

申
在
所
ニ
デ
指
上
申
候
、
依

之
二
其
節
ノ
購
書
付
差
上
申

候
事
。

唄
、
当
御
郡
代
ヨ
リ
被
仰
渡
候

　
ハ
、
不
寄
何
事
二
断
と
申

　
儀
、
向
後
申
上
間
敷
段
血
判

仕
懸
様
二
と
堅
被
仰
付
候
。

此
内
ケ
様
ノ
儀
終
二
無
御
座

　
儀
闘
鶏
。
殊
二
百
姓
ノ
儀
二

御
座
候
得
バ
、
無
調
法
ノ
儀

　
ノ
ミ
有
之
儀
二
御
座
候
得

夢
謙
雛
謡
四

則
血
判
仕
、
差
上
量
申
三
二

隔
｝

∵
耗

　
難

　
か
　
　
レ
る

贈
虹
　
　
，
謀

議
　
　
穐

翫
　
　
騨

鰍
　
　
扁

ガ
だ
　
　
　
　
ノ、

騨
紅
樹

付
、
椴
バ
御
無
理
ノ
様
存
候

儀
も
御
断
申
上
儀
不
罷
成
、

迷
惑
仕
十
手
十
二
、
今
度
御

意
二
ま
か
せ
申
上
候
事
。

　
（
元
藤
元
年
）

輔、

氏
X
辰
ノ
春
被
仰
渡
候

ハ
、
御
年
貢
ノ
儀
春
定
二
被

仰
付
二
条
、
御
請
合
ノ
書
物

相
調
差
上
候
様
二
被
仰
付
、

自
然
風
損
水
損
ノ
節
制
御
検

見
可
動
遊
豆
肉
、
被
玉
野
候
。

然
レ
共
山
陰
二
郎
他
村
二

三
、
水
損
田
居
テ
御
座
斜
眼

バ
、
自
然
御
検
見
不
被
仰
付

候
節
ハ
迷
惑
可
仕
候
間
、
難

請
合
率
存
亡
へ
共
、
右
ノ
通

り
御
断
申
上
ル
吊
手
罷
成
候

置
付
、
無
是
非
請
合
ノ
書
物

仕
、
指
上
申
候
処
、
当
年
迄

打
続
三
ケ
年
近
来
珍
敷
大
風

洪
水
ニ
テ
年
々
置
上
捨
リ
儀

　
ハ
不
及
申
上
ル
ニ
、
崩
、
川

欠
二
相
成
、
大
分
ノ
田
畑
捨

リ
申
候
得
共
、
御
検
見
モ
不

可
仰
付
、
少
ノ
御
心
持
も
無

御
座
、
御
催
促
ノ
儀
ハ
御
代

官
衆
御
詰
被
成
算
テ
、
外
二

御
催
促
ノ
御
役
人
御
越
被

　
　
（
き
び
し
く
）

成
、
凋
敷
御
さ
い
そ
く
に

て
、
青
稲
抹
ノ
申
分
モ
不
被

成
醜
聞
、
後
両
年
ハ
九
月
限

リ
に
皆
済
被
仰
付
、
迷
惑
仕

候
創
価
、
御
年
貢
ノ
儀
二
御

座
侯
ヘ
バ
夜
昼
精
を
出
し
上

納
仕
候
σ
尤
、
不
足
ノ
分
ハ

方
々
他
領
迄
懸
鯛
借
立
、
上

納
相
済
申
候
。
最
早
借
り
先

も
無
御
座
、
迷
惑
千
万
ノ
儀

二
御
座
候
。
余
り
及
難
義
二

様
子
申
上
段
、
書
付
差
上
申

候
事
。

　
　
　
　
（
臨
地
の
楓
V

咽、

V
田
畑
地
子
銀
ノ
儀
、

前
々
ノ
御
郡
代
衆
ハ
、
　
「
御

年
貢
同
前
二
秋
冬
二
か
け
上

納
仕
候
様
と
被
仰
醗
酵
処

二
、
当
分
ハ
春
中
二
皆
済
上

納
被
仰
付
、
何
共
迷
惑
仕

候
。
此
段
モ
御
断
申
上
ル
儀

　
　
　
　
（
き
め
）

不
罷
成
御
究
二
御
座
候
ヘ

バ
、
銀
「
匁
二
刀
、
米
三
升

、

営

　
　
　
灘

ヅ
ツ
相
肩
シ
巨
岩
ノ
御
究
を

以
、
方
々
ヨ
リ
銀
子
鼎
立
上

納
仕
丁
。

山
陰
組
御
米
御
立
直
ノ
儀
、

近
年
ハ
↓
石
持
付
五
十
八
匁

迄
、
時
々
直
段
上
リ
申
候
、

　
　
（
六
十
目
が
金
一
両
）

な
ら
し
六
十
目
余
二
当
リ

申
候
。
然
ル
時
ハ
殊
外
高
値

ノ
米
ニ
テ
御
座
候
得
共
、
御

断
罷
成
な
ら
ず
候
得
バ
不
及

力
候
。

　
　
　
　
　
（
な
ど
）

掬
又
、
新
田
杯
請
居
回
申

も
の
ハ
、
着
類
玉
山
着
類
ニ

　
ロ仕

置
候
布
木
綿
、
或
ハ
道
具

小
脇
差
二
区
画
質
三
田
置
、

銀
借
リ
替
上
納
相
済
申
候
。

最
早
は
め
く
さ
も
無
御
座
、

甚
迷
惑
仕
候
段
書
付
馬
指
上

申
託
言
。

唄
、
当
夏
、
新
田
畑
御
検
地
御

三
裏
窓
誌
面
付
、
荒
猪
強
ク

当
り
申
候
処
ハ
御
捨
被
藩
候

得
か
し
、
無
左
候
三
眠
バ
バ

畝
歩
ノ
御
心
持
斎
成
鮮
紅
紅

雲
二
と
願
、
申
上
候
組
戸
、

検
地
御
役
人
証
仰
ハ
兼
テ
御

郡
代
ヨ
ひ
計
量
付
等
号
リ
、

断
た
る
義
二
二
聞
不
被
成
町

此
度
新
地
ノ
御
改
方
ノ
儀
、

（
い
よ
い
よ
）

弥
以
御
薪
不
編
成
候
間
、

断
無
用
と
被
仰
原
罪
二
二
、

　
旧
風
モ
御
壷
申
上
義
不
等

成
、
竿
づ
ま
り
の
地
坪
数
々

御
座
候
得
共
、
殊
二
其
分
ニ

テ
罷
在
候
．
此
内
ノ
逓
、
春

中
に
皆
済
上
納
と
被
仰
臨
調

得
バ
如
何
可
仕
哉
、
迷
惑
成

ル
義
二
御
座
候
。
殊
二
当
秋

　
　
　
　
　
　
（
ち
か
た
く
え
）

ノ
洪
水
二
大
分
ノ
地
方
崩
、

川
欠
二
相
成
リ
、
苦
々
敷
御

座
候
段
書
付
、
差
上
申
上
騒

騒
。蝋

、
高
十
石
懸
隔
ご
ま
二
畝
、

え
こ
二
千
本
、
と
う
ご
ま
五

十
本
、
菜
種
五
畝
、
作
所
仕

候
様
と
被
仰
付
候
へ
共
、
右

ノ
購
え
ζ
ば
か
り
四
大
躰
ノ

地
元
ニ
チ
モ
、
大
形
ニ
ハ
出

来
申
候
。
其
外
ハ
上
地
r
作

歪郷
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リ
不
肖
候
ヘ
バ
立
上
リ
不
申

候
。
夫
二
付
雑
穀
作
リ
申
候

目
方
、
上
地
少
シ
モ
無
御
座

候
二
付
目
弥
飯
米
続
不
申
、

迷
惑
成
ル
単
二
御
座
候
．
其

上
え
こ
ノ
儀
ハ
え
こ
三
返
ヅ

　
　
　
（
よ
く
》

ツ
仕
、
能
草
さ
ら
え
仕
候

様
と
被
仰
付
候
二
付
、
諸
三

日
わ
き
二
仕
候
テ
、
侮
日
ひ

ま
く
ら
し
申
候
。

三
二
御
代
官
、
其
外
廻
り
、

吟
味
役
人
毎
日
ノ
二
二
立
廻

肇
肇
、
選
鮭
鎌
、

悪
の
と
御
さ
し
づ
凋
敷
え
こ

の
く
ろ
く
に
有
之
候
諸
作

ハ
、
引
捨
さ
せ
日
成
、
少
し

に
て
も
被
思
召
様
三
無
之
候

　
　
　
　
　
（
と
が
》

得
バ
、
早
速
監
房
銀
被
仰

付
、
何
共
あ
き
れ
は
て
罷
在

野
。掬

又
、
右
ノ
品
々
出
来
仕
て

収
納
い
た
し
、
上
納
ノ
置
旧

田
作
仕
付
時
分
、
掬
ハ
御
年

貢
最
中
ノ
時
分
、
早
速
上
納

仕
言
様
二
酉
仰
付
、
御
定
ノ

日
限
一
日
二
て
も
延
引
仕
三

蓋
バ
是
認
過
銀
。
様
子
ニ
ョ

リ
村
替
委
嘱
付
候
。
此
段
百

姓
御
魂
保
と
し
て
被
仰
付
候

納
高
次
第
二
、
翌
年
御
勘
定

ノ
時
分
代
銀
被
下
置
、
上
納

方
御
差
引
二
被
成
下
候
得
共

　
　
（
ね
）

殊
外
下
直
二
御
座
三
二
付
、

余
ノ
雑
穀
物
作
リ
申
候
ほ
ど

所
務
も
簸
御
座
候
。

殊
二
山
陰
組
ヨ
リ
延
岡
迄
ノ

道
法
リ
近
所
ハ
七
、
八
里
、

遠
所
ハ
十
里
余
二
及
申
候
ヘ

バ
、
人
馬
隔
て
や
う
や
う
四

斗
か
五
斗
ノ
間
持
参
、
上
納

仕
候
事
二
御
座
候
。
日
数
ハ

三
日
二
も
伝
毅
静
候
・

騨
ヒ

子
ど
も
を
事
・
故
か
ち
守
ろ
う

一
p
峯
ー
ー
』
誕
一
匹
ー
リ
ユ
ト
芝
砂
区
島
レ
ー
　
F
ノ
を
、
び
　
し

，

診
一
　
　
　
〆
　
　
　
　
、
り
ト
醇
’
随

1

噌
k
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印
紙
税
法
が
変
わ
り
ま
し
た

最
低
税
率
は
二
十
円
に

　
印
紙
税
法
が
全
文
改
正
さ
れ

昭
和
四
十
二
年
七
月
一
日
か
ら

実
施
さ
れ
る
ζ
と
に
な
り
ま
し

た
。
改
正
前
の
印
紙
税
法
は
明

治
三
十
一
一
年
に
制
定
さ
れ
た
も

の
で
、
条
文
が
簡
単
な
た
め
、

印
紙
税
が
か
か
る
か
ど
う
か
明

確
で
な
い
と
い
う
批
判
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
九

年
以
来
す
え
お
か
れ
て
い
た
十

円
の
定
額
税
率
お
よ
び
日
干
円

の
免
税
点
は
、
そ
の
後
の
物
価

水
準
の
上
昇
か
ら
も
低
す
ぎ
、

こ
の
さ
い
全
文
改
正
を
し
て
、

印
紙
税
の
か
か
る
文
書
を
法
律

上
明
確
に
す
る
と
同
時
に
最
低

税
率
を
二
十
円
に
、
お
も
な
免

税
点
を
一
万
周
目
引
き
上
げ
、

収
入
印
紙
の
は
り
忘
れ
、
消
印

も
れ
な
ど
に
は
従
来
の
罰
金
等

に
か
わ
っ
て
過
怠
税
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。躁

税
交
書
は
二
十
五
租
類

　
改
正
法
で
は
課
税
文
書
（
収

入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
証
書
や
帳
簿
）
を
、
経
済

取
引
に
伴
っ
て
作
ら
れ
る
各
種

の
契
約
書
十
三
、
有
価
証
券

七
、
領
収
誉
類
二
、
通
帳
類
三

の
合
計
二
十
五
種
類
に
限
定
し

そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
名
を
列
挙
し

た
の
で
、
は
っ
き
り
と
課
税
さ

れ
る
文
書
で
あ
る
か
ど
う
か
の

判
断
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。仮

受
販
書
も
課
税

　
私
た
ち
の
生
活
で
一
番
関
係

の
あ
る
課
税
文
書
は
受
取
書
で

す
。
ち
ょ
っ
と
説
明
し
ま
す
と

受
取
書
と
は
、
金
銭
ま
た
は
有

価
証
券
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
証
書
で
す
が
、
請
求

書
な
ど
に
「
相
済
」
　
コ
～
」
な

ど
と
書
い
た
も
の
も
、
受
取
の

事
実
を
証
明
し
て
い
る
も
の
で

あ
れ
ば
受
取
書
に
な
り
ま
す
。

名
刺
の
裏
な
ど
を
利
用
し
た
仮

受
取
書
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
あ
と
で
本
受
取
書
を
作
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
ど
ち
ら
も
受

取
書
に
な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意

下
さ
い
。

物
品
受
取
書
は
非
運
税

　
今
度
の
改
正
で
は
物
品
の
受

取
書
は
課
税
し
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
検
収
通

知
書
と
か
、
返
品
計
算
書
、
返

品
連
絡
書
、
納
品
書
に
受
領
印

を
押
し
た
よ
う
な
も
の
に
は
収

入
印
紙
を
は
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
、
お
間
違
い
な
い
よ
う
。

過
怠
税
は
最
低
五
百
円

　
収
入
印
紙
を
は
っ
て
印
紙
税

を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文

書
に
収
入
印
紙
を
は
り
忘
れ
た

場
合
、
は
っ
て
も
消
印
し
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
は
り
足
り
な

い
額
の
三
倍
ま
た
は
消
印
し
な

い
額
（
そ
の
額
が
五
百
円
に
満

た
な
い
と
き
は
五
百
円
）
の
過

怠
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

退
任
の
御
挨
拶

　
　
　
　
渡
辺
義
春

　
時
下
盛
夏
の
候
皆
等
方
に
は

愈
々
御
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の

こ
と
と
拝
察
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
降
っ
て
私
ご
と
永
い
間
東
郷

村
役
場
に
勤
め
さ
し
て
頂
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
去
る
七
月
末

任
期
満
了
に
よ
り
村
助
役
を
退

職
致
し
ま
し
た
。

　
顧
み
ま
す
と
昭
和
二
年
台
湾

に
渡
り
終
戦
に
よ
り
引
揚
げ
同

二
十
二
年
六
月
か
ら
村
庶
務
主

任
、
総
務
課
長
、
助
役
と
し
て

二
十
年
間
、
台
湾
に
於
て
警
察

官
と
し
て
勤
め
た
こ
と
を
通
算

し
ま
す
と
約
四
十
年
間
、
私
の

よ
う
な
未
熟
者
が
よ
く
も
こ
の

永
い
間
大
過
な
く
過
ご
さ
し
て

頂
い
た
も
の
哉
と
転
た
感
慨
に

堪
え
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
東
郷
村
役
場
に
勤
め
さ

し
て
頂
い
た
二
十
年
間
は
文
字

通
り
皆
様
方
の
哨
方
な
ら
ぬ
御

世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
自
宅
に
在
っ
て
ひ
た

す
ら
今
後
の
村
勢
の
伸
張
と
皆

様
方
の
御
多
幸
と
を
お
祈
り
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
幸
に
致

し
ま
し
て
茅
屋
は
眉
を
上
ぐ
れ

ば
尾
鈴
連
峰
の
雄
姿
を
望
み
、

耳
を
傾
け
れ
ば
坪
谷
川
の
せ
せ

ら
ぎ
に
心
を
安
め
る
環
境
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
坪
谷
川
の
香
魚

は
今
年
は
殊
の
外
多
い
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
尾
鈴
山

系
へ
の
弓
ひ
き
、
坪
谷
川
の
鮎

か
け
等
に
お
出
か
け
の
節
は
お

立
寄
り
下
さ
い
ま
し
て
近
況
で

竜
お
聞
か
せ
願
え
れ
ば
こ
の
上

貼
な
二
選
じ
ま
す
．

　
目
下
酷
暑
八
月
う
だ
る
よ
う

な
今
日
こ
の
臨
御
旧
家
皆
様
の

こ
の
上
と
も
の
御
健
康
を
祈
念

致
し
ま
し
て
御
挨
拶
に
代
え
さ

し
て
頂
き
ま
す
。
／

退
任
の
御
挨
拶

　
　
　
　
藤
崎
今
朝
男

　
時
下
酷
暑
の
候
御
尊
堂
益
々

御
清
栄
の
こ
と
と
御
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
拠
て
私
儀
七
月
二
十
九
日
を

以
て
任
期
満
了
収
入
役
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

　
か
え
り
み
ま
す
と
去
る
昭
和

三
十
年
よ
り
三
期
間
常
に
皆
様

方
の
御
芳
情
に
接
し
、
お
蔭
を

も
ち
ま
し
て
大
過
な
く
費
任
を

果
し
得
ま
し
た
事
は
、
之
偏
に

皆
様
方
の
心
か
ら
な
る
御
支
援

の
賜
と
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
「
村
民
と
し
て
村
政

の
発
展
に
微
力
を
捧
げ
る
次
第

で
御
座
い
ま
す
。

　
何
卒
将
来
共
変
わ
り
な
く
御

指
導
御
交
誼
を
御
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
方
の
御

健
康
と
御
多
幸
を
御
祈
り
申
し

上
げ
、
略
儀
乍
ら
紙
上
を
も
っ

て
退
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

、

、

竃
邑
愚
3
ぎ
…
●

村
政
懇
談
会
報
告

　
七
月
三
十
蝋
日
か
ら
八
月
十

一一

冾
ﾜ
で
に
村
内
十
二
地
区
で

村
政
懇
談
会
を
開
催
し
て
村
民

の
方
々
が
日
頃
要
望
さ
れ
て
い

る
事
柄
、
或
は
不
満
を
抱
い
て

い
ら
れ
る
事
柄
等
に
つ
い
て
率

直
な
声
を
聞
い
て
今
後
の
村
政

を
押
し
進
め
る
た
め
の
重
要
な

参
考
資
料
に
し
た
い
た
め
に
こ

の
懇
談
会
の
計
画
を
実
施
し
た

　
幸
に
村
民
多
数
の
方
々
の
御

協
力
を
い
た
だ
き
貴
重
な
御
意

見
、
御
希
望
、
御
批
判
等
賜
わ

り
ま
し
た
事
を
感
謝
い
た
し
て

い
ま
す
。

　
懇
談
会
当
日
お
差
支
の
た
め

御
出
会
に
な
ら
な
か
っ
た
村
民

も
多
数
あ
り
ま
し
た
の
で
懇
談

会
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま

す
。　

村
長
は
開
会
の
挨
拶
で
次
の

よ
う
に
所
信
の
一
端
を
述
べ
ま

し
た
。

　
「
本
村
の
現
在
お
か
れ
て
い

る
実
態
を
つ
か
ん
で
本
村
政
の

重
点
施
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
村
民

の
所
得
が
現
在
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
を
知
る
事
が
大
事

で
あ
る
。
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栄
え
る
畜
産
・
た
ゆ
ま
ぬ
衛
生

1
第
2
回
家
蒼
衛
生
週
聞
1

　
8
月
2
1
日
か
ら
重
日
ま
で

　
農
家
の
皆
さ
ん
毎
日
大
変
暑

い
中
を
ご
く
ろ
う
様
で
す
。
こ

の
暑
い
中
で
私
ど
も
人
間
も
大

変
で
す
が
、
家
畜
は
逃
げ
場
も

な
く
、
畜
舎
の
中
に
集
団
で
と

ぢ
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
．

だ
か
ら
家
畜
の
身
に
な
っ
て
住

み
よ
い
環
境
を
つ
く
っ
て
や
る

よ
う
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

愛
情
は
き
っ
と
利
益
と
い
う
配

当
で
報
い
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

O
酪
農
家
や
肉
用
牛
飼
養
農
家

　
の
皆
さ
ん
へ

◇
牛
舎
は
建
設
し
、
通
風
を
よ

く
し
、
陽
ざ
し
を
防
ぎ
、
夕
涼

み
を
舎
外
で
さ
せ
る
な
ど
し
て

牛
の
夏
バ
テ
を
防
ぎ
ま
し
よ
う

◇
ハ
エ
、
カ
、
ア
ブ
は
乳
量
や

単
体
を
減
少
さ
せ
ま
す
。
近
所

と
共
同
で
ネ
グ
ボ
ン
剤
な
ど
に

よ
る
防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

◇
風
呂
が
わ
り
に
手
入
れ
も
し

舗
欝
ガ
を
充
分
蕪

し
て
か
ら
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

消
毒
薬
は
バ
イ
ゾ
ー
ル
に
ネ
グ

ボ
ン
を
ま
ぜ
て
使
う
と
効
果
的

で
す
。

◇
青
草
の
質
が
悪
く
な
る
時
期

で
す
か
ら
、
濃
厚
飼
料
を
少
し

増
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

◇
こ
れ
か
ら
九
月
に
か
け
て
牛

の
流
感
が
発
生
す
る
時
期
で
、

と
く
に
今
年
は
大
発
生
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
異
常
を
み
つ

け
た
ら
早
く
専
門
家
（
獣
医

師
）
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

◇
落
等
乳
を
だ
さ
ぬ
よ
う
、
牛

乳
は
い
つ
も
清
潔
に
し
ぼ
っ
て

す
ば
や
く
冷
却
し
ま
し
ょ
う
。

又
乳
房
炎
の
伝
播
を
ふ
せ
ぐ
た

め
、
ミ
ル
カ
ー
の
乳
頭
管
は
叩

頭
し
ぼ
る
た
び
に
消
毒
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

O
養
豚
巣
の
皆
さ
ん
へ

◇
豚
コ
レ
ラ
が
各
地
で
流
行
し

て
お
り
、
い
つ
侵
入
し
て
く
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
予
防
注
射

　
必
ず
定
期
的
に
行
な
っ
て
い

　
す
の
で
、
憲
な
く
受
け
て

　
　
　
　
　
γ
転

　
本
県
民
哨
人
当
の
所
得
は
咽

四
八
、
○
○
○
円
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
全
国
平
均
の
二
〇

五
、
○
○
○
円
に
比
す
れ
ば
約

七
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
本
村
は

九
六
、
0
0
0
円
で
あ
る
か
ら

県
の
七
〇
％
に
も
達
し
な
い
現

状
に
あ
る
の
で
全
国
に
比
す
れ

ば
五
〇
％
に
も
な
ら
な
い
貧
弱

さ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
本
村
民
の
総
所
得
は
八
億
円
・

で
あ
る
。
そ
の
半
分
は
農
林
業

に
よ
っ
て
の
所
得
で
あ
る
。
従

っ
て
本
村
に
於
て
は
農
林
業
の
一

近
代
化
を
は
か
っ
て
所
得
の
増
「

加
を
は
か
る
箏
が
急
務
で
あ

る
。
本
村
は
数
年
前
か
ら
農
業

構
造
改
善
に
と
り
組
ん
で
着
々
一

そ
の
実
績
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
が

今
後
林
業
構
造
改
善
も
行
な
わ
．

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は

今
年
中
に
調
査
を
終
り
来
年
か

ら
本
格
的
な
改
善
に
と
り
組
む

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
農
業
構
造
改
善
で
は
寺
男
地

区
の
「
み
か
ん
」
、
鶴
野
内
地
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

区
の
「
養
蚕
」
田
野
地
区
の
「

栗
」
を
主
幹
作
物
に
と
り
あ
げ
一

た
が
、
本
村
は
こ
れ
で
足
り
る
　

の
で
は
な
く
農
家
収
入
の
最
も
一

「下
さ
い
。
又
よ
そ
か
ら
導
入
し

た
豚
は
必
ず
二
週
間
以
上
別
の

豚
房
で
飼
い
、
観
察
す
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
万
一
豚
コ
レ

ラ
の
保
菌
豚
で
あ
っ
た
場
合
は

大
変
で
す
か
ら
呉
々
も
注
意
し

て
下
さ
い
。

◇
仔
豚
の
下
痢
も
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。
分
娩
前
の
廷
丁
に
ダ

イ
メ
ト
ン
な
ど
を
飲
ま
せ
る
と

予
防
で
き
ま
す
。
又
分
娩
豚
舎

は
必
ず
徹
底
的
な
消
毒
を
す
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

◇
残
飯
類
は
必
ず
煮
て
与
え
ま

し
ょ
う
。
又
残
さ
い
を
生
で
与

え
た
豚
は
寄
生
虫
が
つ
き
も
の

で
す
。
二
～
三
ヵ
月
に
唄
回
定

期
的
駆
虫
を
し
て
下
さ
い
。
自

分
の
豚
舎
や
運
動
場
に
は
ど
ん

な
寄
生
虫
が
い
る
か
【
度
家
畜

保
健
衛
生
所
で
検
査
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

◇
豚
の
ふ
ん
尿
で
よ
ご
れ
て
い

る
豚
舎
は
カ
や
ハ
エ
、
病
原
菌

の
巣
窟
で
す
。
い
つ
も
清
掃
し

て
公
害
の
非
難
を
受
け
な
い
よ

う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

O
養
鶏
家
の
管
さ
ん
へ

◇
給
水
器
は
必
ず
一
日
唄
回
洗

多
い
米
作
を
は
じ
め
畜
産
、
特

用
作
物
等
重
要
な
作
物
が
あ
る

の
で
こ
れ
等
の
振
興
に
も
一
段

と
力
を
注
ぎ
農
家
の
収
入
の
増

大
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
次
は
教
育
の
振
興
で
あ
る
。

教
育
の
振
興
を
計
る
に
は
施
設

の
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
こ
れ

は
年
次
計
画
に
よ
っ
て
実
施
し

た
い
。
特
に
教
育
で
考
え
ら
れ

る
事
は
学
力
の
問
題
で
あ
る
学

力
の
向
上
を
計
る
に
は
村
、
父

兄
、
学
校
が
「
体
と
な
？
、
隔
努

力
し
な
け
れ
ば
向
上
は
期
せ
ら

れ
な
い
と
思
う
。
な
お
本
村
民

性
の
短
所
で
あ
る
消
極
的
で
引

込
思
案
を
改
め
て
積
極
進
取
の

村
民
性
を
培
い
た
い
。

　
第
三
は
道
路
の
整
備
で
あ

る
。
本
村
の
道
路
は
年
次
計
画

に
よ
り
着
々
整
備
さ
れ
て
は
来

た
が
他
町
村
に
比
す
れ
ば
ま
だ

ま
だ
低
位
に
あ
る
の
で
、
こ
ん

村政懇談’潮紅越

後
「
層
の
努
力
を
し
て
道
路
網

の
整
備
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
第
四
は
社
会
福
祉
施
設
の
問

題
で
あ
る
．
本
村
は
先
に
老
人

ホ
ー
ム
の
建
設
を
見
、
本
年
か

ら
は
僻
地
保
育
所
の
設
置
を
行

な
っ
て
坪
谷
に
七
月
一
日
か
ら

開
設
し
四
〇
名
を
収
容
し
て
い

る
。
今
後
は
漸
次
各
地
区
に
設

置
し
た
い
。
こ
の
外
援
護
家
庭

の
問
題
、
老
人
福
祉
の
問
題
等

多
く
の
福
祉
行
政
に
は
意
を
用

い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
項
が

多
い
の
で
唱
つ
一
つ
解
決
し
た

い
。

　
最
後
は
新
産
業
都
市
建
設
と

町
村
合
併
の
聞
題
で
あ
る
。
こ

の
問
題
は
軽
々
に
結
論
が
出
さ

「
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
今
後
充

分
に
関
心
を
以
て
こ
れ
が
研
究

・
す
る
要
が
あ
る
」

　
こ
の
所
信
表
明
に
つ
づ
い
て

…
本
年
度
の
予
算
の
説
明
が
あ
っ

一
て
懇
談
に
移
っ
た
。

…
舞
意
具
希
望
等
に
つ

い
て
は
そ
の
地
域
に
即
し
た
も

1211109876543

下
郷
病
院
経
営
の
問
L

僻
地
保
育
所
設
立
の
問
題
翻
…
、
、
，
欝

道
路
改
良
工
事
の
間
題

青
少
年
教
育
の
間
題
　
　
凝

林
業
構
造
改
善
の
問
題

テ
レ
ビ
塔
建
設
の
問
題

有
線
放
送
の
問
題

簡
易
水
道
の
問
題

予
防
注
射
の
問
題

義
務
教
育
費
父
兄
負
担
軽

減
の
問
題

辮
弱
国

難
聴

月出
血

等
で
あ
る
．

　
今
回
の
村
政
懇
談
会
に
つ
い

て
開
催
の
時
期
的
な
も
の
も
影

響
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
区

民
の
方
の
集
会
の
格
差
の
は
げ

し
い
事
で
あ
る
。

　
最
も
集
会
成
績
の
よ
か
っ
た

下
渡
川
地
区
は
噌
○
○
パ
ー
セ

ン
ト
に
近
い
集
会
を
見
、
或
地

区
に
於
て
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト

に
も
足
ら
ぬ
集
会
成
績
で
あ
っ

た
。　

新
し
い
村
長
を
迎
え
て
は
じ

め
て
の
村
政
懇
談
会
で
あ
る
の

で
も
っ
と
村
民
の
方
々
の
関
心

は
持
っ
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん

の
　
　
名

父
の
嘉
盗

の
も
多
く
出
た
が
次
に
掲
げ
る
一
と
思
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
然

村
全
体
に
通
ず
る
も
の
も
出
さ
し
集
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
か

れ
た
。
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っ
て
、
き
れ
い
な
水
を
や
り
ま

し
ょ
う
。

◇
夏
季
高
温
時
の
絶
水
は
産
卵

に
ひ
び
く
ば
か
り
で
な
く
、
熱

射
病
発
生
の
も
と
に
な
り
ま
す

◇
暑
さ
に
よ
る
夏
バ
テ
に
つ
づ

い
て
秋
に
は
呼
吸
器
病
（
コ
リ

ー
ザ
、
ニ
ュ
ー
ヵ
ソ
ス
ル
、
C

R
D
鶏
痘
）
が
発
生
し
易
い
か

ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
異
常
な
鶏
を
み
つ
け
た
ら
、

早
く
病
気
の
原
因
を
つ
き
と
め

ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
専
門
家
と
相
談
し
て
予

防
対
策
を
講
ず
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
一
喫
の
鶏
が
病
気
に

な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
鶏
群
の

何
％
か
に
病
気
は
す
で
に
潜
入

し
て
き
て
い
る
と
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

◇
定
期
的
な
鶏
舎
の
大
掃
除
と

消
毒
は
鶏
病
予
防
の
第
唄
条
件

で
す
。
先
ず
掃
除
を
ね
ん
い
り

に
行
な
い
、
更
に
水
流
し
、
そ

れ
か
ら
消
毒
薬
（
バ
イ
ゾ
ー
ル

に
ネ
グ
ボ
ン
を
ま
ぜ
る
）
を
ま

く
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

◇
予
防
注
射
は
必
ず
行
な
い
ま

し
ょ
う
。

　
鶏
痘
の
予
防
接
種
と
ニ
ュ
ー

カ
ソ
ス
ル
病
の
予
防
注
射
は
同

時
に
行
な
っ
て
も
副
作
用
の
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
成
鶏
は
「
応
色
々
の
病
気
を

も
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
、
ひ

な
の
育
す
う
、
育
成
は
或
鶏
か

題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す
め
る
上
に
大
き
な
力
と
自

新
産
業
都
市
建
設
と
町
村
一
信
と
指
針
を
得
た
こ
と
を
よ
う

合
併
の
閥
題
　
　
　
　
　
皿
こ
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毫
≡
≡
≡
竃
一
≡
一
一
＝
一
≡
≡
＝
≡
一
＝
一
≡
＝
一
一
＝
≡
＝

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
別
の
管
理

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

1
衛
生
は
乳
肉
卵
の

　
　
　
　
　
生
み
の
母
ー

ー
た
よ
る
よ
り

　
　
　
み
ず
か
ら
　
ま
も
れ

　
　
　
　
　
我
が
家
畜
1

〆

台
風
に
そ
な
え
て

こ
と
し
も
台
風
ン
ー
ズ
ン
が
一

や
っ
て
来
ま
し
た
。
気
象
庁
の
「

長
期
予
報
も
五
～
六
個
の
台
風
　

が
日
本
へ
影
響
を
あ
た
え
る
だ
一

ろ
う
と
報
じ
て
い
ま
す
。

　
警
視
庁
で
は
台
風
に
そ
な
え
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
避
難
す
る
と
き
の
安
全
な
減

て
つ
ぎ
の
よ
う
な
注
意
を
よ
ぴ
　

か
け
て
い
ま
す
。

　
も
う
唄
度
身
の
ま
わ
り
の
点
｝

検
と
心
の
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

O
台
風
が
近
づ
く
前
の
準
備

・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
気
象
学

　
報
や
防
災
上
の
注
意
を
よ
く

き
い
て
・
そ
の
内
容
に
応
立

　
た
対
策
を
た
て
る
。
　
　
　
「

・
停
電
に
そ
な
え
て
、
ト
ラ
ン

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
懐
嶺
電

灯
、
ろ
う
そ
く
を
用
意
す
る

．
自
宅
付
近
の
地
形
や
大
風
、

大
水
に
よ
る
影
響
を
よ
く
知

　
っ
て
お
く
。

　
所
や
道
順
を
確
認
す
る
。

…．

ﾆ
や
へ
い
な
ど
の
補
修
を

一
　
し
、
溝
や
下
水
の
流
れ
を
よ

｝
く
す
る
。

…
O
台
鳳
が
近
づ
い
た
と
き
の
準

…
備

．
・
飲
料
水
を
容
器
に
入
れ
、
避

　
難
ず
る
と
き
の
衣
類
や
持
ち

も
の
（
非
常
袋
）
を
準
備
す

る
。

・
旅
行
や
外
出
を
で
き
る
だ
け

見
合
わ
せ
る
．
　
，

・
風
で
倒
れ
た
り
、
飛
ば
さ
れ

　
た
り
す
る
も
の
は
取
り
は
ず

　
す
か
補
強
す
る
。

・
ぬ
れ
る
と
困
る
も
の
は
、
台

　
の
上
や
高
い
と
こ
ろ
へ
移
す

・
大
雨
が
長
く
続
く
と
地
盤
が

　
ゆ
る
み
、
が
け
く
ず
れ
の
危

　
険
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

・
堤
防
や
護
岸
の
近
く
に
住
ん

　
で
い
る
人
は
、
川
や
海
の
水

　
か
さ
に
注
意
す
る
。

O
避
難
を
す
る
と
き
の
注
意

・
ま
ず
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の

　
火
の
始
末
と
、
戸
締
ま
り
を

　
確
実
に
す
る
。

・
家
族
そ
ろ
っ
て
迷
わ
ず
、
警

　
察
宮
や
水
防
団
の
人
た
ち
の

　
指
示
に
従
っ
て
避
難
す
る
。

・
回
り
道
で
も
安
全
な
道
を
選

　
ぷ
。

・
頭
に
は
帽
子
、
ず
き
ん
、
ヘ

　
ル
メ
ソ
ト
な
ど
の
防
具
を
つ

　
け
る
か
衣
類
で
お
お
う
よ
う

　
に
す
る
。

・
道
に
沿
っ
て
川
や
池
が
あ
る

　
場
合
は
、
風
に
吹
き
と
ば
さ

れ
な
い
よ
う
に
厨
上
側
へ
寄

　
っ
て
通
る
。
　
　
　
　
、

ぬ那山…
騙

＝
覚書心隈

忠
　
韻
脚
　
深

ハ
ル
子
下
福
良

三．王

潮
ル
鉄
蛋
撚

喜
雄

吉
代
遣
瀬

征
瀬
平

代
　
　
〃

逝
　
去

ご
冥
福
を

祈
り
ま
す

轟轟藷蕾漬馨鱗購艦器甥博麟謙嚢

民
名

八六三八八八二七六　　八七五
隻
エ

仲福寺判迫八仲寺福坪仲八白　　　野島重　　　　　　　重　　隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　’、　　　　　　　　　　’、

部

気

税

ま一

完

納

し

よ

う
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